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（参考：２０２５年11月11日の意見交換会での画面表示資料）
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生鮮食品を除く総合／全国 近年の変動（生鮮食品を除く総合／熊本市）

雇用者所得／熊本県
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※この事業活動収支の差額が、施設
設備投資の主な原資となっています

（なお、当日掲示した試算表については掲載を省略）



-9-













-10-







-11-



震災後の機器復旧と更新時期
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220.8
億円

225.0
億円
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（参考）令和6年6月5日 学⾧記者懇談会における授業料に関する質疑について

Q．授業料について、熊本大学の授業料について引き上げる方針で検討されているのか、又は近い将
来検討する可能性はあるか。

A． 私立大学の学費は上がっているが、本学は、国立大学として、全国的な高等教育の機会均等を
確保する役割は強い。学生の経済状況にかかわらず学ぶ機会を提供していくことが基本方針である。
ただし、現実を見ると、昨今の物価高騰や、電気代をはじめとするエネルギー価格高騰などにより、

学生の教育研究を守れるかどうか、教育研究のための経費も増加している中で、学生の教育研究環
境をどのように確保していくかが課題となっている。

熊本大学としては、収入面においてネーミングライツ、土地の活用などの努力を進めて増収を図っ
ている。支出面においても効率化、経費削減も、かなり自助努力をしている。
その上で、現在の授業料負担で学生の教育環境をどこまで確保できるか見極めているところ。

やれる限りやってみようということでやっている。

それに加えて、経済的に困窮している学生について、意欲と能力のある学生等が、本学への進学
を断念することのないよう、奨学金や授業料免除制度により経済的支援をしているところであり、今後
も負担軽減の取組を確実に継続してやっていく予定である。
熊本大学には、授業料減免で10%、奨学金を受けている学生が40%いる。それらも加味しなが

ら考えていきたい。
いずれにしても、大きな問題であり、できる限りのことをやってみようという中で、状況を見極めている。

Q．見極めにかかる時間はどのくらいか。
A． 正確には申し上げられない、電気代が上がるのはこれからであり、社会保険料、人事院勧告もあり、
１～２年はかかるかもしれない。様々な取組で実を結びかけているものもあり、少なくとも今年いっぱ
いは見てみないと分からない。 -18-
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